
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

「熱中症予防声かけプロジェクト」第１回ひと涼みアワードにおける 

『トップランナー賞』受賞について 

１．実施日時等   平成２４年１０月１５日（月） 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 熱中症声かけプロジェクト実行委員会 

  ＊ 企業、行政、民間団体が賛同会員となり、気象、スポーツ、環境分野の学識経験者１３

名の実行委員により運営されている。環境省は実行委員。 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

７．影響・効果   

 

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

（１）県内の状況  ア．県内で初めて イ．県内で    番目 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                  担当者 

連絡先 ＴＥＬ                

環境省をはじめ、全国約２，４００の企業、行政、民間団体で組織される、熱中症   

予防を推進する運動「熱中症声かけプロジェクト」において、合計２８２の取組の中  

から、本市の暑さ対策事業が上位７団体に授与される『トップランナー賞』を受賞   

した。 参考 URL：http://www.hitosuzumi.jp/（熱中症予防声かけプロジェクト HP） 

 第１回ひと涼みアワード表彰対象（全２８２の取組） 

 「トップランナー賞」（７団体）、「グッドプラクティス賞」（２７団体）、特別賞（３団体） 

 

表彰式会場：日本財団ビル（東京都港区赤坂） 

 

 平成２３年６月に、本市は「熱中症予防声かけプロジェクト」の行政賛同会員として

登録。各種暑さ対策事業や、暑さ対策プロジェクトの活動を定期的に報告、情報提供。 

 今夏、本市の熱中症搬送者数が昨年比約２６％の減少となった。 

 また、本市の暑さ対策の取組が、全国各地に周知されるほか、他の事例を共有する  

ことで、今後の熱中症予防に対する対策の強化が想定される。 

担当副参事 小林教子、主任 小谷隆幸 

048-524-1115 

総合政策部企画課 

    

 今回の表彰で「トップランナー賞」を受賞したのは、行政では、本市と横浜市   

神奈川区の２団体。 

 実行委員会事務局により、熱中症予防対策について、汎用性・有効性・波及性のある

取組を選定。そのなかで、最も先進性のある取組を『トップランナー賞』として表彰し

た。表彰対象は、暑さにまけるな中学生事業、まちなかオアシス事業、熱中症予防グッ

ズ配布事業など、本市の暑さ対策事業。 

平成２４年１０月２６日発表 

担当課：企画課 



（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

  日本青年会議所の「アワードジャパン２０１２」における「最優秀  

グランプリ」受賞について 

１．実施日時等   平成２４年１０月１２日（金） 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 熊谷青年会議所（長沼俊一理事長） 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

７．影響・効果   

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で 番目 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                  担当者 

連絡先 ＴＥＬ               

 ＊ 熊谷青年会議所 ＴＥＬ 048-524-0440 

 熊谷青年会議所をはじめ、熊谷商工会議所、本市、各種団体で構成する実行委員会に  

おいて、今夏から取り組んでいる「クールシェアくまがや事業」が、全国の青年会議所   

から５２０事業がエントリーした「アワードジャパン２０１２」において、最優秀グラン

プリを受賞した。 

 夏の節電に商業活性化の取組も絡め、１人１台のエアコン使用をやめ、涼しい場所に  

集まって電力使用を抑えることを目的とした「クールシェア事業」が高い評価を得た。 

本市の暑さ対策事業（クールスポット、熱中症まちなかオアシス事業）と連携。 

 

 

 

日本青年会議所全国会員大会（福岡県北九州市） 

 

日本青年会議所全国会員大会で、環境啓蒙部門の優秀賞に選定。その後、各部門の優秀

賞などを対象に審査を行い、最優秀グランプリの受賞にいたる。 

 市内の公共施設や店舗約１６０ヶ所をクールシェアスポットとして登録、店舗では冷茶の

サービスや割引などを行い、商業の活性化も狙った。 

担当副参事 小林教子 

048-524-1115 

総合政策部企画課 

    

 優れた事業を行った青年会議所に対し名誉を讃えることで、青年会議所の運動と地域の

更なる発展の一助とすることを目的。 

平成２４年１０月２６日発表 

担当課：企画課 


